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基準３ 教員及び教育支援者 
（１）観点ごとの分析 
観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 
（観点に係る状況） 
教育目標を達成するために必要な各教員の担当科目と専門分野の整合性は取れている（資料３－

１－①－１）。専任教員のうち，理系以外の一般科目担当教員の修士以上の学位取得率は，平成１

７年４月１日現在，７２．７％である。更に，他高専・大学および中学・高校における教育経験を

持つ教員は現員の６１％を占め，その他，大学非常勤講師など，多様な教育経歴をもつ教員を採用

し，高度な教科教育・人格形成教育を目指している。 
教育方針に掲げる「国際社会を主体的に生きる」技術者の育成のために，本校では，英語教育を

特に重視し，英語を母国語とする教員の採用（平成１２年度後期～１５年度：オーストラリア人教

員，平成１６年度：アメリカ人教員，平成１７年度：１０月１日付採用予定で公募・選考中）に積

極的である。 
 平成１７年度における一般科目担当教員の配置状況を資料３－１－①－１に示す。一般科所属の

専任教員数は，定員１９名，現員１８名（但し後期より１９名の予定）であり，設置基準を満たす。

非常勤教員数は２３名となっている。専任教員の担当時間は，１人当り平均１４．１時間（専攻科

担当時間を含み，特別活動，数学演習を除く）である。 
また，「徳性を養い，将来創造力のある風格高い人間・技術者」を育成するため，芸術系科目を含

む選択科目を担当する非常勤教員を配置し幅広い教養を培うことを目指している。 
資料３－１－①－１に示した通り，数学・応用数学，物理・応用物理の担当は，教育課程の体系

性を確保し，より有機的なネットワークを形成するために，１年次から専攻科まで，授業担当教員

の相互乗り入れを行っている。 
さらに，特に１年生の授業担当教員に可能な限り専任教員を充てることによって，放課後の補習・

質問等の学習指導をきめ細やかに行う体制を取っている。 
 
（分析結果とその根拠理由） 一般科目担当教員の配置は，資料３－１－①－１に示す通り，授業

科目との整合性を持った配置となっており，修士・博士号取得者，中学・高校教育，他高専・大学

での教育経験者など多様な背景を持つ教員を配置している。また，数学・応用数学および物理・応

用物理の担当の相互乗り入れを行い，更に，独法化以前から英語を母国語とする教員を積極的に採

用するなど，質・量ともに，教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置さ

れている。 
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（３－１－①－１）　「専任教員・非常勤教員別一般科目担当教員配置状況一覧」（１／３）
専任教員

前期 後期
北川　眞人 教授 中国古典文学 国語II 13 13

日本語表現
村瀬　良子 助教授 日本近代文学 国語Ⅰ 14 14

日本語表現
大野　三徳 教授 中国近現代史 歴史I 14 16

世界経済史
世界文化論
人間と科学技術

池谷　江理子 助教授 経済地理学 地理 14 16
社会経済地理学 環境地理学
ジェンダー研究 人間と科学技術
地球環境問題

佐々木　正寿 助教授 哲学 倫理 16 14
倫理学 哲学

人間と科学技術
澤本　章一 教授 保健体育 保健体育Ⅱ 10 10

保健体育Ⅳ
福島　英倫 助教授 保健体育 保健体育Ⅰ 14 14

保健体育Ⅱ
保健体育Ⅴ

西村　淑子 教授 英語教育学 英語表現基礎Ⅰ 12 12
総合英語

宮川　敏春 助教授 英語 英語Ⅰ 16 14
英文学 英語Ⅱ
教育学 英語Ⅲ

大嶋　秀樹 助教授 心理言語学 英語Ⅰ 14 14
自然言語処理 英語Ⅲ
外国語としての英語教 総合英語Ⅰ

赤山　幸太郎 講師 アメリカ文学 英語Ⅰ 14 14
英語Ⅱ

新人（外国人） 英語表現基礎Ⅱ 0 15
英語表現
（出典　庶務課，学生課）

週当担当時間数
（専攻科を含む）

一
般
科
人
文
科
学
系

所
属
氏名 職名 専門分野 担当科目名

 

心理言語学 
自然言語処理 
外国語としての英語教育 
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（３－１－①－１）　「専任教員・非常勤教員別一般科目担当教員配置状況一覧」（２／３）
専任教員

前期 後期
後藤　章 教授 低温物理 基礎数学A 13 13

物性基礎論 数学演習A
実験数学A
実験数学B
*応用数学B

白木　久雄 教授 代数的位相幾何学 基礎数学B 15 15
数学演習B
微積分Ⅱ
応用数学Ｂ

秦泉寺　俊弘 助教授 数学教育 基礎数学A 15 15
数学演習A
微積分Ⅰ
実験数学A

高木　和久 助教授 数学 微積分Ⅰ 14 14
数学教育 線形代数
システム工学 *応用数学B

堀　　佳城 助教授 物性理論 基礎数学B 14 16
数学演習B
微積分Ⅰ
微積分Ⅱ

尾崎　信一 助教授 化学教育 化学１ 16 16
環境計測化学 化学２

化学演習
端　　平雄 教授 物理教育 物理１ 16 16

物理３
*応用物理A

長門　研吉 助教授 大気化学 物理３ 19 20
物理演習
*応用物理A
*応用物理C
*工学実験Ⅱ
*卒業研究

谷澤　俊弘 助教授 理論物理学 実験数学B 16 17
（物性理論） 微積分Ⅱ

*応用数学A
*数学概論B
*電気工学セミナー
*卒業研究

一般科目を担当している専任教員の担当科目をすべて挙げた(但し，専攻科を除く)。
*は専門科目を表す。

（出典　庶務課，学生課）

担当科目名
週当担当時間数
（専攻科を含む）

一
般
科
数
理
科
学
系

機
械
工
学
科

専門分野

電
気
工
学
科

所
属

氏名 職名
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（３－１－①－１）　「専任教員・非常勤教員別一般科目担当教員配置状況一覧」（３／３）
非常勤教員

前期 後期
谷内　純一 国語Ⅲ 6 6
野本　幸男 国語Ⅲ 7 7

日本語表現
池田　光穂 政治・経済 4 4
西村　嘉人 歴史Ⅱ 4 4
田中　　肇 法学A 2 0
横川　和博 法学B 0 2
長崎務美江 心理学 2 0
細居　俊明 経済学 0 2
川崎　　育 保健体育Ⅱ 10 10

保健体育Ⅲ
中川　真弓 保健体育Ⅰ 8 8

保健体育Ⅳ
小林　涼子 保健体育Ⅰ 10 10

保健体育Ⅱ
保健体育Ⅲ
保健体育Ⅴ

竹村　正 音楽 4 4
中村　達志 美術 4 4
中川　芙佐 英語Ⅲ 11 11

総合英語Ⅱ
塩見　由利 ドイツ語 2 2
玉木　瑞枝 中国語 0 2
三谷　正郎 英語表現 4 0
デービッド・グラント 英語表現基礎Ⅱ 8 0
藤井　幸一 実験数学B 5 2

数学特論
小谷　泰介 線形代数 4 4
渋谷　登美 化学１ 3 3
山岡　和興 生物Ⅰ 4 4

生物
楠瀬　則夫 物理２ 8 8

（出典　学生課）

氏名 担当科目名
週当担当時間数
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観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 
（観点に係る状況） 
  資料３－１－②－１に示した学科ごとの専門科目担当教員の配置状況から，各教員の専門分野は，

各学科の定める教育方針を達成するために必要な，多様な教育内容に幅広く対応できるものである

ことがわかる。専任教員のうち博士の学位を有する者の数は，４学科４８名中３８名であり，全体

の７９．２％となる。採用前の経歴についてみると，民間企業経験者は約３８％，大学等が約１５％

である。これとともに，専門４学科中，約１５％の専任教員が高等学校教諭免許を持つなど，多彩

な経験と教育能力に配慮した人員配置となっている（資料３－１－②－２）。 
 また専門科目を担当する専任教員の総数は定員，現員とも，４８名，助手を除いて４１名であり，

設置基準を満たしている。 
専門科目担当教員の配置は，質・量ともに本校教育目標と各学科の定める教育方針を達成するた

めに適切であると言える。 
 各教員の週当担当時間数には専攻科および他学科，一般科目の担当時間数を含め，また，複数教

員が担当する授業科目については，各々の教員の担当時間として算入した。なお，専攻科特別実験

および特別研究については，時間割作成上，本科と重複部分があり，算入していない。平成１２年

度の専攻科設置，および，非常勤教員の任用をできるだけ避けて専任教員が責任を持って本科１～

５年にわたる一貫した専門科目教育に当たる教育体制のため，専任教員の担当時間数は相当数に上

るが，これは，専任教員が学生とのコンタクトタイムをより多く持つことによって，技術教育と同

時に，人間としての徳性・風格を育成しようとする教育方針のひとつの表れでもある。 
 
（分析結果とその根拠理由） 専門科目を担当する教員の配置は，資料３－１－②－１，３－１－

②－２に示す通り，授業科目と担当教員の専門分野の整合性が取られ，また，博士号取得者，他大

学等教育・研究機関における教育経験者・民間企業経験者，高等学校教諭免許取得者など，多様な

背景を持つ教員を配置しており，かつ，非常勤教員の任用を可能な限り避けて専任教員と学生との

コンタクトタイムを増やす等，徳性・風格の涵養を目指す教育方針を反映したものとなっており，

教育の目的に沿って本校専門科目教育課程を展開するに十分な配置である。 
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３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（１／１２）
＜機械工学科＞（１）
専任教員

前期 後期
藤原　正二 教授 機械材料 材料学Ⅱ 15 14

科学技術英語
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

柏原　俊規 教授 流体力学 流れ学 13 18
ターボ機械 ターボ機械

設計製図Ⅲ
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

林　節八 教授 制御工学 情報処理Ⅰ 14 20
情報処理 情報処理Ⅲ

機械力学
制御工学
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

杉山　和久 教授 超精密加工 応用数学C 16 21
生産工学
工学実験Ⅱ
卒業研究

吉田　聖一 教授 材料力学 材料力学Ⅰ 16 20
計算力学 材料力学Ⅱ

計算機演習
設計製図Ⅰ
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

永橋　優純 教授 流動層工学熱 熱機関 15 21
流体工学（伝熱工学） 創造設計基礎

製図Ⅱ
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

竹内　正昭 助教授 機械工作 機械工作法 19 17
機械加工法
工作実習Ⅰ
工作実習Ⅱ
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

竹島　敬志 助教授 熱流体工学 熱力学 19 18
機械工学演習
環境工学
設計製図Ⅰ
設計製図Ⅱ
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

長門　研吉 助教授 大気化学 応用物理A 19 20
応用物理C
工学実験Ⅱ
卒業研究

陳　強 助教授 疲労強度学 工業力学 15 17
マイクロ・ナノメカニックス 材料学Ⅰ

科学技術英語
製図Ⅰ
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

（出典　庶務課　学生課）

週当担当時間数
（専攻科を含む）

所
属

氏名 職名 専門分野 担当科目名

機
械
工
学
科
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３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（２／１２）
＜機械工学科＞（２）
専任教員

前期 後期

赤松　重則 講師 設計生産工学 情報処理Ⅱ 17 16

ヒューマンインターフェイ 創造設計基礎
機械デザインⅠ
設計製図Ⅰ
設計製図Ⅱ
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

北村　一弘 助手 破壊力学 創造設計基礎 14 14
数値解析 製図Ⅱ

工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

池田　富士雄 助手 制御工学 情報処理Ⅰ 14 15
ロボット工学 創造設計基礎

設計製図Ⅰ
工学実験Ⅰ
工学実験Ⅱ
卒業研究

数
理
端　　平雄 教授 物理教育 応用物理A 16 16

藤原　憲一郎 教授 パワーエレクトロニクス 工学実験Ⅱ 23 21
高野　弘 教授 物性基礎論 応用物理Ａ 22 18

物理教育 応用物理Ｂ
谷澤　俊弘 助教授 理論物理学 数学概論B 16 17

（物性理論）
松内　尚久 講師 電力工学 工学実験Ⅱ 19 19
芝　治也 講師 金属薄膜物性 工学実験Ⅱ 21 21
吉田　正伸 助手 パワーエレクトロニクス 応用物理Ｂ 20 18

工学実験Ⅱ
（出典　庶務課　学生課）

職名 専門分野
所
属

氏名 担当科目名
週当担当時間数
（専攻科を含む）

機
械
工
学
科

電
気
工
学
科

３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（３／１２）
＜機械工学科＞（３）
非常勤教員

前期 後期
川上　隆司 機械デザインⅡ 2 2
山崎　郭滋 応用数学B 2 2
伊野部　健吉 計測工学 2 2
矢野　　漣 電子工学概論 2 2
川上　勝民 電気工学概論 2 2
藤井　幸一 応用数学Ａ 2 2

*数学概論Ａ
吉田　鈴香 日本語（留学生） 4 4

日本事情（留学生）
久保　真理子 日本語（留学生） 2 2

*は他学科と同時開講
（出典　学生課）

週当担当時間数
氏名 担当科目名
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３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（４／１２）

＜電気工学科＞（１）

専任教員

前期 後期
益弘　昌典 教授 パターン認識 ディジタル回路 18 20

理解システム ディジタル信号処理
情報処理
電気工学セミナー
電気工学実験Ⅳ
卒業研究

野村　弘 教授 パワーエレクトロニクス 電気機器Ⅰ 21 17
電気機器 制御工学

工業英語Ⅰ
工業英語Ⅱ
電気工学セミナー
電気工学実験Ⅲ
卒業研究

藤原　憲一郎 教授 パワーエレクトロニクス 電気回路Ⅰ 23 21
電気機器Ⅱ

パワーエレクトロニクス
電気工学セミナー
電気工学実験Ⅰ
*工学実験Ⅱ
卒業研究

電気工学演習（留学生）
高野　弘 教授 物性基礎論 応用物理Ａ 22 18

物理教育 応用物理Ｂ
応用物理Ｃ
電気工学セミナー
卒業研究

今井　一雅 教授 宇宙電波工学 プログラミングⅡ 19 19
コンピュータ・ネットワーク 情報ネットワーク
無線ＬＡＮ応用技術 電気工学実験Ⅲ

電気工学セミナー
卒業研究

谷澤　俊弘 助教授 理論物理学 数学概論Ｂ 16 17
（物性理論）

電気工学セミナー
卒業研究

山口　巧 助教授
ヒューマンマシンインター
フェイス

電気回路Ⅱ 19 19

ネットワークコミュニケー
ション

通信方式

移動体通信 電子応用
衛星通信 ネットワーク工学演習

電気工学セミナー
電気工学実験Ⅱ
卒業研究

池上　浩 助教授 電子デバイス 電気基礎Ⅱ 17 19
表面物性 電子回路Ⅰ
レーザー応用技術 電子デバイス

電気工学実験Ⅱ
電気工学セミナー
卒業研究

（出典　庶務課　学生課）

週当担当時間数
（専攻科を含む）

所
属

氏名 職名 専門分野 担当科目名

電
気
工
学
科
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３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（５／１２）
＜電気工学科＞（２）
専任教員

前期 後期
松内　尚久 講師 電力工学 電気基礎Ⅰ 19 19

電気計測
電磁気学

エネルギーシステム工学
電気工学セミナー
電気工学実験Ⅳ
卒業研究

芝　治也 講師 金属薄膜物性 コンピュータ入門 21 21
プログラミングⅠ
電子回路Ⅱ
電気・電子材料
電気工学セミナー
電気工学実験Ⅰ
卒業研究

吉田　正伸 助手 パワーエレクトロニクス 応用物理Ｂ 20 18
電気工学セミナー
電気工学実験Ⅰ
電気工学実験Ⅱ
電気工学実験Ⅲ
卒業研究

和田　浩司 助手 ニューラルネットワーク コンピュータ入門 17 19
応用物理Ｂ
電気工学セミナー
電気工学実験Ⅱ
電気工学実験Ⅳ
卒業研究

数
理
端　　平雄 教授 物理教育 応用物理A 16 16

藤原　正二 教授 機械材料 電気工学実験Ⅰ（工作実 15 14

杉山　和久 教授 超精密加工 応用数学C 16 21

長門　研吉 助教授 大気化学 応用物理A 19 20
池田　富士雄 助手 制御工学 電気工学実験Ⅰ（工作実 14 15

ロボット工学
（出典　庶務課　学生課）

週当担当時間数
（専攻科を含む）氏名 職名 専門分野 担当科目名

機
械

電
気
工
学
科

所
属

３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（６／１２）
＜電気工学科＞（３）
非常勤教員

前期 後期
矢野　　漣 電磁波工学 2 2
川上　隆司 機械工学概論 2 2

山崎　郭滋 応用数学B 2 2

藤井　幸一 応用数学Ａ 2 2

*数学概論Ａ

*は他科と同時開講

（出典　学生課）

週当担当時間数
氏名 担当科目名
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３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（７／１２）
＜物質工学科＞（１）
専任教員

前期 後期
島内　巧光 教授 有機化学 化学ⅡＡ 14 27

化学ⅡＢ
無機化学Ⅰ
有機化学Ⅱ
無機・有機化学実験
材料化学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

前田　公夫 教授 有機合成化学 化学ⅡＢ 14 22
有機ケイ素化学 有機化学Ⅰ

品質管理
材料化学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

戸部　廣康 教授 生命科学（天然物有機 生物Ⅱ 14 28
学・酵素化学・応用微生 化学・生物実験
学・遺伝子工学） 生物化学概論

生化学
生物工学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

岡林　南洋 教授 無機材料化学 環境概論 20 22
錯体化学 物理化学Ⅰ
分析化学 無機有機化学実験
環境化学 材料化学Ⅱ

材料化学概論
材料化学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

土居　俊房 助教授 化学工学 環境概論 14 24
生物化学工学 生物学

化学量論演習
分離工学Ⅰ
反応工学
生物工学
生物工学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

中島　慶治 助教授 物理化学 情報処理Ⅳ 23 20
物理化学演習
分析化学実験

物理化学・化学工学実験
材料化学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

中林　浩俊 助教授 触媒化学 化学演習 19 22
無機物性 無機化学Ⅱ

物理化学Ⅱ
物理化学・化学工学実験
材料化学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

堀邊　英夫 助教授 高分子化学 化学ⅡＡ 14 25
有機材料化学 情報処理Ⅰ
電子材料 化学演習Ⅰ

有機化学Ⅲ
高分子化学Ⅰ
高分子化学Ⅱ
材料化学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

（出典　庶務課　学生課）

物
質
工
学
科

週当担当時間数
（専攻科を含む）

所
属

氏名 職名 専門分野 担当科目名
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３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（８／１２）
＜物質工学科＞（２）
専任教員

前期 後期
安川　雅啓 助教授 無機材料物性 情報処理Ⅰ 15 25

分析化学Ⅰ
分析化学Ⅱ
技術英語
分析化学実験
材料化学Ⅰ
材料化学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

長山　和史 助教授 生物化学工学 生物学 24 20
移動現象論
分離工学Ⅱ

物理化学・化学工学実験
生物工学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

三嶋　尚史 助手 ガラス工学 情報処理Ⅲ 17 25
化学演習Ⅱ
化学生物実験
分析化学実験
無機有機化学実験
材料化学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

秦　隆志 助手 生物物理化学 情報処理Ⅱ 19 25
分析化学 化学量論演習

技術英語
分析化学実験
無機・有機化学実験
物理化学・化学工学実験
生物工学実験
物質工学ゼミ
卒業研究

高木　和久 助教授 数学 応用数学B 14 14
数学教育
システム工学

端　　平雄 教授 物理教育 ＊応用物理A 16 16
杉山　和久 教授 超精密加工 応用数学C 16 21
長門　研吉 助教授 大気化学 ＊応用物理A 19 20
高野　弘 教授 物性基礎論 応用物理Ａ 22 18
谷澤　俊弘 助教授 理論物理学 応用数学Ａ 16 17

（物性理論） 数学概論Ｂ
和田　浩司 助手 ニューラルネットワーク *応用物理Ｂ 17 19

（出典　庶務課　学生課）

週当担当時間数
（専攻科を含む）氏名 職名 専門分野 担当科目名

数
理

機
械

電
気

物
質
工
学
科

所
属

３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（９／１２）
＜物質工学科＞（３）
非常勤教員

前期 後期
米津　潔 環境工学 4 4

安全工学

材料化学Ⅰ

材料化学Ⅱ

川上　隆司 機械工学概論 2 0

濱田　志郎 電気工学概論 2 0

楠瀬　恭平 応用物理Ｃ 2 2

藤井　幸一 *数学概論Ａ 0 2

*は，他学科と同時開講

（出典　学生課）

週当担当時間数
氏名 担当科目名
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３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（１０／１２）
＜建設システム工学科＞（１）
専任教員

前期 後期
吉川　正昭 教授 耐震・免震・制震を含ん 施工管理学Ⅰ 18 16

都市防災工学 防災工学
橋梁工学

設計製図及びＣＡＤⅡ
設計製図及びＣＡＤⅢ
卒業研究

黒岩　哲夫 教授 構造工学 構造力学Ⅱ 19 19
耐震工学 設計製図及びＣＡＤⅠ

設計製図及びＣＡＤⅡ
建設システム実験及び測量実習Ⅱ
建設システム実験及び測量実習Ⅳ

卒業研究
*建設システム工学演習

大谷　亘 教授 水工学 水理学Ⅰ 18 18
水理学Ⅱ
環境水資源学Ⅱ

建設システム実験及び測量実習Ⅱ
建設システム実験及び測量実習Ⅳ

卒業研究
*建設システム工学演習

竹内　光生 教授 交通工学 交通工学 19 21
地域計画 計画数理
（交通安全） 都市計画

建設社会学
建築計画
情報処理Ⅴ

建設システム実験及び測量実習Ⅰ
設計製図及びＣＡＤⅤ
卒業研究

勇　秀憲 教授 構造工学 構造力学Ⅰ 21 18
構造力学Ⅲ
情報処理Ⅲ
情報処理Ⅳ
工業英語

建設システム実験及び測量実習Ⅲ
卒業研究

*建設システム工学演習
山崎　利文 助教授 空間情報工学 建設システム工学概論 22 15

情報処理Ⅱ
測量学Ⅰ
測量学Ⅱ
測量学Ⅲ
施工管理学Ⅱ

建設システム実験及び測量実習Ⅰ
建設システム実験及び測量実習Ⅲ

卒業研究
*建設システム工学演習

岡林　宏二郎 助教授 地盤工学 地盤工学Ⅰ 20 17
地盤工学Ⅱ

建設システム実験及び測量実習Ⅲ
卒業研究

*建設システム工学演習
山崎　慎一 助教授 衛生工学 情報処理Ⅰ 19 19

水環境工学 測量学Ⅱ
水環境工学Ⅰ
水環境工学Ⅱ
設計製図及びＣＡＤⅠ

建設システム実験及び測量実習Ⅱ
卒業研究

* は，留学生・編入生特別授業
（出典　庶務課　学生課）

建
設
シ
ス
テ
ム
工
学
科

週当担当時間数
（専攻科を含む）

所
属
氏名 職名 専門分野 担当科目名
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３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（１１／１２）
＜建設システム工学科＞（２）
専任教員

前期 後期
横井　克則 助教授 コンクリート工学 建設材料学Ⅰ 25 19

コンクリート構造学 建設材料学Ⅱ
コンクリート構造学Ⅰ
コンクリート構造学Ⅱ

建設システム実験及び測量実習Ⅰ
建設システム実験及び測量実習Ⅱ
建設システム実験及び測量学Ⅳ

卒業研究
*建設システム工学演習

岡田　将治 助教授 河川工学 環境工学 17 20
海岸水理学

設計製図及びＣＡＤⅤ
建設システム実験及び測量実習Ⅰ
建設システム実験及び測量実習Ⅳ

卒業研究
海田　辰将 助手 構造工学 情報処理Ⅲ 10 16

鋼構造工学 情報処理Ⅳ
橋梁工学 建築計画

設計製図及びＣＡＤⅠ
建設システム実験及び測量実習Ⅱ
建設システム実験及び測量実習Ⅲ

卒業研究
後藤　章 教授 低温物理 応用数学B 13 13

物性基礎論
白木　久雄 教授 代数的位相幾何学 応用数学Ｂ 15 13
端　　平雄 教授 物理教育 応用物理A 16 16
杉山　和久 教授 超精密加工 応用数学C 16 21
長門　研吉 助教授 大気化学 応用物理A 19 20
高野　弘 教授 物性基礎論 応用物理Ａ 22 18

物理教育 応用物理Ｂ
谷澤　俊弘 助教授 理論物理学 応用数学Ａ 16 17

（物性理論） 数学概論Ｂ
吉田　正伸 助手 パワーエレクトロニクス 応用物理Ｂ 20 18

* は，留学生・編入生特別授業
（出典　庶務課　学生課）

週当担当時間数
（専攻科を含む）氏名 職名 専門分野 担当科目名

数
理

機
械

電
気

所
属

３－１－②－１　「専門科目担当教員の配置状況」（１２／１２）
＜建設システム工学科＞（３）
非常勤教員

前期 後期
多賀谷　宏三 環境アセスメント工学 0 2
明坂　宣行 設計製図及びＣＡＤⅣ 2 2

徳弘　忠純 建築概論 2 0

西岡　建雄 建築設計 0 2

楠瀬　恭平 応用物理Ｃ 2 2

藤井　幸一 数学概論Ａ 0 2

（出典　学生課）

週当担当時間数
氏名 担当科目名

 
（資料３－１－②－２）「資格・採用前の経歴等」

博士
高等学校
教諭免許

民間企業
他大学等
教育・研
究機関

人数 38 7 19 8
割合 79% 15% 40% 17%

（出典　庶務課）  
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観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 
（観点に係る状況）  本校専攻科は，現在の独立行政法人大学評価・学位授与機構による審査の下，

平成１２年度に設置された。 
平成１７年度専攻科担当教員の配置を資料３－１－③－１に示す。 
これの示す通り，専攻科担当教員の配置は，質・量ともに本校の教育目的を遂行するために十分な

配置となっていると考えられる。 
各教員の専門分野は，資料３－１－③－２に示した通り，各専攻の定める教育方針，中でも各専攻

の特色となるもの（資料３－１－③－３）を達成するために必要な，多様な教育内容に幅広く対応で

きるものである。 
専攻科担当教員の学位等の資格取得者数，採用前の民間企業，他大学等教育・研究機関経験者数の

割合を資料３－１－③－４に示す。また，平成１６年度末の３名の定年退職により，２０年以上の実

務経験を持つ教員は，４名から２名に，技術士資格保持者は２名から１名に減少したが，内１名は非

常勤教員として専攻科教育に携わっており，実質的には減少していない。専攻科授業担当については，

週当平均５．５時間の非常勤教員２名を除き，全ての授業を専任教員が担当し，教育方針の実現に努

めている。 
平成１４年度には，専攻科を含む本科４年次（一部３年次を含む）からの教育プログラムについて，

建設システム工学専攻がJABEEの認定を受け，続いて翌平成１５年度には，機械・電気工学専攻お
よび物質工学専攻が受審，JABEE認定を受けた。以上のことは，観点の相違はあるものの，担当教
員の配置の適切さに対するひとつの客観的な指標になると考えられる。 
 
（分析結果とその根拠理由） 専攻科を担当する教員の配置は，資料３－１－③－１および３－１－

③－２が示す通り，各専攻の定める学習・教育目標を達成するために必要な，多様な教育内容に幅広

く対応できる専門分野，多様な経歴背景を持つ教員から構成されており，本校教育目的の達成に十分

な教員配置となっている。平成１２年度の専攻科認定・設置，および，平成１４，１５年度における

全専攻のJABEE認定も，このことを裏付けるものである。 
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（３－１－③－１）　「専攻科担当教員の配置状況」（１／４）
全専攻共通科目（一般科目・専門基礎科目・専門共通科目）
専任教員

前期 後期
大野　三徳 教授 中国近現代史 地域産業経済論 14 16

池谷　江理子 助教授 経済地理学 地域産業経済論 14 16

社会経済地理学

ジェンダー研究

地球環境問題

佐々木　正寿 助教授 哲学 技術者倫理 16 14

倫理学

宮川　敏春 助教授 英語 英語演習Ⅰ 16 14

英文学 英語演習Ⅱ

教育学
赤山　幸太郎 講師 アメリカ文学 英語演習Ⅰ 14 14
新人（外国人） 英語演習Ⅰ 0 15

英語演習Ⅱ
白木　久雄 教授 代数的位相幾何学 代数学・幾何学 15 13
堀　佳城 助教授 物性理論 解析学 14 16
藤原　正二 教授 機械材料 材料科学 15 14
杉山　和久 教授 超精密加工 生産工学特論 16 21
吉田　聖一 教授 材料力学 技術者倫理 16 20

計算力学
長門　研吉 助教授 大気化学 一般物理学 19 20
益弘　昌典 教授 パターン認識 データベースシステム 18 20

理解システム
藤原　憲一郎 教授 パワーエレクトロニクス 技術者倫理 23 21
高野　弘 教授 物性基礎論 技術者倫理 22 18

物理教育
今井　一雅 教授 宇宙電波工学 応用情報処理 19 19

コンピュータ・ネットワーク
無線ＬＡＮ応用技術

谷澤　俊弘 助教授 理論物理学 現代物理学 16 17
（物性理論）

前田　公夫 教授 有機合成化学 一般化学 14 22
有機ケイ素化学

戸部　廣康 教授 　生命科学　（天然物有 生命科学 14 28
化学・酵素化学・応用微
物学・遺伝子工学）

岡林　南洋 教授 無機材料化学 技術者倫理 20 22
錯体化学
分析化学
環境化学

堀邊　英夫 助教授 高分子化学 技術者倫理 14 25
有機材料化学
電子材料

非常勤教員

前期 後期
多賀谷　宏三 環境工学特論 4 2

技術者倫理
デービッド・グラント 英語演習Ⅰ 3 0

英語演習Ⅱ

（出典　庶務課，学生課）

専門分野 担当科目名
週当担当時間数所

属

機
械

電
気

物
質

氏名

週当担当時間数
（本科を含む）

所
属

氏名 職名 専門分野 担当科目名

人
文

数
理

職名
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（３－１－③－１）　「専攻科担当教員の配置状況」（２／４）
機械・電気工学専攻
専任教員

前期 後期
藤原　正二 教授 機械材料 材料科学 15 14

特別実験

特別研究
柏原　俊規 教授 流体力学 流体力学 13 18

ターボ機械 特別実験
特別研究

林　節八 教授 制御工学 ロボット工学 14 20
情報処理 機械力学特論

特別実験
特別研究

杉山　和久 教授 超精密加工 生産工学特論 16 21
精密加工学
特別実験
特別研究

吉田　聖一 教授 材料力学 技術者倫理 16 20
計算力学 計算力学特論

特別実験
特別研究

永橋　優純 教授 流動層工学熱 エネルギー変換工学 15 21
流体工学（伝熱工学） 伝熱工学

特別実験
特別研究

竹島　敬志 助教授 熱流体工学 設計工学基礎演習 19 18
特別実験
特別研究

長門　研吉 助教授 大気化学 一般物理学 19 20
特別実験
特別研究

陳　強 助教授 疲労強度学 材料強度学 15 17
マイクロ・ナノメカニックス 特別実験

特別研究
赤松　重則 講師 設計生産工学 特別研究 17 16

ヒューマンインターフェイ
益弘　昌典 教授 パターン認識 データベースシステム 18 20

理解システム 特別実験
特別研究

野村　弘 教授 パワーエレクトロニクス ロボット工学 21 17
電気機器 パワーエレクトロニクス特論

特別実験
特別研究

藤原　憲一郎 教授 パワーエレクトロニクス ディジタル制御 23 21
電力系統工学
技術者倫理
特別実験
特別研究

高野　弘 教授 物性基礎論 技術者倫理 22 18
物理教育 物性基礎論

特別実験
特別研究

今井　一雅 教授 宇宙電波工学 応用情報処理 19 19
コンピュータ・ネットワーク センサ工学
無線ＬＡＮ応用技術 画像処理論

集積回路工学
特別実験
特別研究

谷澤　俊弘 助教授 理論物理学 現代物理学 16 17
（物性理論） 特別実験

特別研究
池上　浩 助教授 電子デバイス 電子回路設計学 17 19

表面物性 特別実験
レーザー応用技術 特別研究

芝　治也 講師 金属薄膜物性 電気工学基礎演習 21 21
特別実験
特別研究

（出典　庶務課，学生課）

電
気
工
学
科

週当担当時間数
（本科を含む）

所
属

氏名 職名 専門分野 担当科目名

機
械
工
学
科
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（３－１－③－１）　「専攻科担当教員の配置状況」（３／４）
物質工学科専攻
専任教員

前期 後期
前田　公夫 教授 有機合成化学 一般化学 14 22

有機ケイ素化学 有機合成化学
特別実験
特別研究

戸部　廣康 教授 　生命科学　（天然物有 生命科学 14 28
化学・酵素化学・応用微 天然物有機化学
物学・遺伝子工学） 特別実験

特別研究
岡林　南洋 教授 無機材料化学 技術者倫理 20 22

錯体化学 分析化学特論
分析化学 特別実験
環境化学 特別研究

土居　俊房 助教授 化学工学 反応工学特論 14 24
生物化学工学 特別実験

特別研究
中島　慶治 助教授 物理化学 化学結合論 23 20

応用機器分析
特別実験
特別研究

中林　浩俊 助教授 触媒化学 反応速度論 19 22
無機物性 触媒工学

特別実験
特別研究

堀邊　英夫 助教授 高分子化学 技術者倫理 14 25
有機材料化学 高分子材料化学
電子材料 特別実験

特別研究
安川　雅啓 助教授 無機材料物性 セラミックス化学 15 25

特別実験
特別研究

長山　和史 助教授 生物化学工学 分離操作工学 24 20
生物化学工学
特別実験
特別研究

（出典　庶務課，学生課）

物
質
工
学
科

週当担当時間数
（本科を含む）

所
属

氏名 職名 専門分野 担当科目名
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（３－１－③－１）　「専攻科担当教員の配置状況」（４／４）

建設システム工学専攻

専任教員

前期 後期
吉川　正昭 教授 耐震・免震・制震を含ん 振動工学 18 16

都市防災工学 地震工学
防災工学特論
建設工学演習Ⅰ
建設工学演習Ⅱ
特別実験
特別研究

竹内　光生 教授 交通工学 建設工学演習Ⅰ 19 21
地域計画 建設工学演習Ⅱ
（交通安全） 特別実験

特別研究
勇　秀憲 教授 構造工学 構造解析特論 21 18

鋼構造学特論
固体力学
建設工学演習Ⅰ
建設工学演習Ⅱ
特別実験
特別研究

岡林　宏二郎 助教授 地盤工学 固体力学 20 17
地盤工学特論
岩盤工学
基礎工学特論
建設工学演習Ⅰ
建設工学演習Ⅱ
特別実験
特別研究

山崎　慎一 助教授 衛生工学 建設工学演習Ⅰ 19 19
水環境工学 建設工学演習Ⅱ

特別実験
特別研究

横井　克則 助教授 コンクリート工学 建設材料学特論 25 19
コンクリート構造学 建設工学演習Ⅰ

建設工学演習Ⅰ
特別実験
特別研究

岡田　将治 助教授 河川工学 防災工学特論 17 20
海岸工学
環境工学特論
建設工学演習Ⅰ
建設工学演習Ⅱ
特別実験
特別研究

非常勤教員

前期 後期
多賀谷　宏三 基礎工学特論 2 0

（出典　庶務課，学生課）

担当科目名
週当担当時間数
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（本科を含む）

所
属
氏名 職名 専門分野 担当科目名
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（３－１－③－２）　「専門分野の教員の配置と担当教育分野」（平成１７年度）
専攻 専門分野 教員 教育分野

エネルギー分野
柏原，野村，藤原（憲），永橋，
竹島，芝

熱力学，流体力学，パワーエレクト
ロニクス，エネルギー変換工学

制御・情報分野
益弘，林，藤原（憲），今井，
山口

情報処理，計測工学，制御工学，
通信工学

設計分野
藤原（正），杉山，吉田（聖），
陳，赤松，池上

材料工学，機械力学，生産工学，
電子回路設計

無機材料分野 岡林（南），中林，安川
無機材料化学，無機物性工学，セ
ラミックス・ガラス工学，触媒化学，
錯体化学，半導体工学

有機材料分野 島内，前田，中島，堀邊
有機ケイ素化合物，分子軌道理
論，計算機実験，感光樹脂，環境

生物生産分野 戸部，土居，長山
生体触媒，廃棄物リサイクル，応用
微生物，天然物有機化合物，薬理

環境分野 勇，横井，山崎（慎）
廃棄物リサイクル，橋梁景観，エコ
コンクリート，水質環境

防災分野
吉川，竹内（光），　岡林（宏），
岡田

都市・地震災害，河川・海岸災害，
避難防災，土砂災害

ＩＴ分野 竹内（光） GIS，GPS
（出典　資料３－１－③－１，平成１７年度専攻科学生の手引）

建設システム工学

機械・電気工学

物質工学

 
 

（３－１－③－３）「各専攻の掲げる学習・教育目標のうち，各専攻の特色となるもの」

物質工学専攻 新素材・バイオ・環境保全・情報などに関する専門応用知識

建設システム専攻
数学，自然科学や専門的基礎知識と，環境・防災・IT等広範囲
にわたる知識を総合的に理解する

（出典　平成１７年度専攻科学生の手引）

機械・電気工学専攻
環境，福祉等の地域のニーズに対応できるエネルギー，制御・
情報，設計を含む機械・電気を融合した総合知識・技術

 
 
（資料３－１－③－４）「資格・採用前の経歴等」

博士
高等学校
教諭免許

民間企業
他大学等
教育・研
究機関

人数 32 12 17 8
割合 78% 29% 41% 20%

（出典　庶務課）  
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観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置（例

えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考えられる。）

が講じられているか。 
（観点に係る状況） 教員活動の活発化のための措置のひとつとして，年齢構成の均衡が考えられ

るが，平成７年度末および平成１７年度末年齢による本校の教員の年齢構成を資料３－１－④－１

に示す。若手教員数の減少は，学位等の資格，教育・実務経験への配慮を反映していると考えられ

る。その結果，各年齢層のバランスは改善されてきている。教員選考委員会において，各科の状況

に応じて，年齢構成の均衡を勘案している。また，教員の性別構成は，現員６６名中，女性３名と，

女性教員数は全体のわずか５％に過ぎないが，平成４，５，１１年度に採用と，性別構成にも配慮

はなされている。 
多様な背景を持つ，あるいは，高度な実務能力・優れた教育力を有する教員組織を構成するため，

本校では，採用は原則公募としている。近年の教育経歴・実務経験を持つ者の任用状況については，

資料３－１－④－２に示す通りである。積極的にかつバランスよく，教育・実務経験者を採用して

いることが判る。また，各学科では，内地研究や在外研究の際の業務負担を通してなど，学科内の

教員の協力・支援によって，在職者の積極的な学位の取得を奨励している。大学院研究科博士後期

課程に入学させ，学位取得を目指させる学科もある。取得実績は，資料３－１－④－３に示す通り

である。 
 英語教育の充実のため，平成１２年度後期から１５年度まで，英語を母国語とする外国人教員を

常勤教員として採用した。任期終了に伴って，平成１６年度には，専任の外国人教員を採用したが，

個人的な理由による辞職のため，現在，１０月１日付け採用予定で，公募・選考中である。 
  更に，教育活動の活性化のため，本校では平成１４年度に「ベストティーチャー賞」と称する優

秀教員顕彰制度を導入した。１５年度には，後述の「教員評価委員会」の下で，授業評価アンケー

ト，教員の自己評価，相互評価に基づき，候補者を選定し，国立高等専門学校教員顕彰候補者とし

て推薦している。その実施状況については，資料３－１－④－４を参照されたい。 
（分析結果とその根拠理由） 教育活動を活発化するために，本校では，教員の採用は原則公募と

し，中学・高校，他高専，大学における教育経験者や実務経験者，外国語を母国語とする教員など，

多様な背景を持つ教員を積極的かつバランスよく採用し，在職者の学位取得も奨励している。また，

教員選考委員会においては，各科の状況を考慮して，年齢構成・性別構成にも配慮がなされている。

更に，優秀教員顕彰制度を導入するなど，教員組織の活動を活発化するための適切な措置が講じら

れている。 
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３－１－④－３　「在職者の学位取得実績一覧」
所属 氏名 職 学位（博士）取得

永橋優純　 教授 H11.2.18
竹島敬志　　 助教授 H13.4.27
長門研吉　　 助教授 H14.3.25
野村弘 教授 H4.9.16
藤原憲一郎 教授 H12.9.20
今井一雅　　 教授 H15.1.23
山口　巧　 助教授 H17.3.22
前田公夫　　 教授 H2.1.23
中林浩俊　　 助教授 H4.10.28
長山和史　　 助教授 H13.2.19
竹内光生　　 教授 H16.3.5
山崎利文　　 助教授 H11.4.28
岡林宏二郎　　　 助教授 H10.6.24
山崎慎一　　 助教授 H10.9.16
横井克則　　 助教授 H9.11.14

（出典　庶務課）

機械工学科

電気工学科

物質工学科

建設システム工学科

 
                 ――＞ 件数のみにする 
 
 

（３－１－④－１）「教員の年齢構成」

（出典　「現状と課題」（平成１７年３月），庶務課）

(a) 平成７年度末における年齢構成

(b) 平成１７年度末年齢による４月１日現在の年齢構成
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採用年 採用前の経歴
昭和４７年 民間，私立学校教員
昭和４７年 民間
昭和４９年 民間
昭和５２年 民間
昭和５３年 民間
昭和５７年 私立学校教員
昭和５９年 京都大学助手
昭和６０年 高知市公立学校教員
昭和６０年 民間
昭和６１年 非常勤講師
昭和６１年 民間
昭和６２年 民間
昭和６３年 民間
昭和６３年 私立大学研究員
平成２年 民間
平成３年 高知市公立学校教員
平成３年 民間
平成４年 高知県公立学校教員
平成４年 非常勤講師
平成４年 高知県公立学校教員
平成５年 中学校教諭
平成６年 徳島大学助手
平成７年 民間
平成７年 民間
平成９年 民間
平成９年 九州大学講師
平成１０年 釧路高専助教授
平成１２年 大阪大学助教授
平成１２年 科学技術振興事業団
平成１３年 民間
平成１３年 私立学校教員
平成１３年 民間
平成１５年 民間
平成１６年 高知市教育委員会
平成１６年 鹿児島大学助手
平成１６年 民間

（出典：庶務課）

（資料３－１－④－２）「教育経歴，実務経験
を持つ教員の任用状況」

資料３－１―④―３ 
在職者の学位取得実績一覧 

学  科 人  数 
電気機械工学科 ３ 
電気機械工学科 ４ 
物質工学科 ３ 
建設システム工学科 ６ 

（出典 庶務課） 
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（３－１－④－４）「優秀教員評価制度実施状況」 
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観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用

がなされているか。 
（観点に係る状況） 教員の採用基準，昇格は，設置基準に基づき実施しており，以下に述べる規

則，手続き規定に基づき，チェック機構を備えた適切な運用がなされている。 
教員の採用や昇格等に関する規定は，教員選考規則（資料３－２－①－１）に定めている。具体

的な運用形態を資料３－２－①－２に示す。教員の採用・昇任は，各学科・系主任が申し出，教員

選考規則に基づき，校長が選考委員長となって，教員選考員会を設置する。選考委員会は，校長，

当該学科主任，および校長が指名する教授若干名から構成される。 
採用の場合は，公募を原則とし，選考委員会において，教員募集要項を作成し，本校ホームペー

ジに掲載，研究者人材データベースに登録，学会誌へ掲載，国立他高専，大学，関係機関に送付す

る。選考にあたっては，個人調書（履歴書，教育研究業績書）によって，研修歴，教育研究上の業

績を検討するなどの書類審査によって候補者を選考し，面接試験によって適任者を決定する。 
昇任の場合は，選考委員会において，教員昇任関係選考調書によって，主事補佐，委員，部活動

顧問，研修歴，教育研究上の業績などについて昇任資格を確認し，面接試験によって決定する。 
以上のように，採用や昇任等に関して適切な運用体制がとられており，全校的な目的と同時に，

各学科の掲げる教育目的・指針に沿った教員組織編成の基本的な方針を反映させることのできるシ

ステムとなっている。 
非常勤教員の採用は，毎年度末の開講計画時に，各科主任が候補者を推薦し，教務主事との合意

の下，教務委員会で審議し，主任会において承認する。新規採用の場合には，校長が面接を行い，

適否を判定している。 
 
（分析結果とその根拠理由） 教員の採用基準，昇格は，設置基準に基づき実施しており，教員選

考規則により手続き規定を明確に定め，チェック機構を備えた適切な運用がなされている。 
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（３－２－①－１） 「教員の採用・昇格等に関する規定」 

 

   高知工業高等専門学校教員選考規則 

 

制  定 平成１４年 ３月２０日 

最終改正 平成１６年 ４月 １日 

 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、高知工業高等専門学校に採用する教員の選考手続に関し必要な事項を定める。 

 （適用除外） 

第２条 この規則は、非常勤講師の採用については、適用しない。 

 （任用の申出） 

第３条 各学科、人文科学系及び数理科学系（以下「学科等」という。）の主任は、教員を採用する必要があ

るときは、校長に申し出るものとする。 

 （教員選考委員会の設置） 

第４条 校長は、前条の申出を受けたときは、その都度教員選考委員会（以下「委員会」という。）を設置す

る。 

２ 前項の規定にかかわらず、校長が教員の採用を必要と判断したときは、その都度委員会を設置するものと

する。 

 （任務） 

第５条 委員会は、当該任用に関する事項について審議し、及び選考に必要な事項を行う。 

 （組織） 

第６条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

 (１) 校長 

 (２) 採用する教員が所属することとなる学科等の主任 

 (３) 校長が指名する教授 若干名 

 （委員長） 

第７条 委員会に委員長を置き、校長をもって充てる。 

２ 委員長は、委員会を主宰する。 

３ 委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長の指名する委員がその職務を代行する。 

 （会議） 

第８条 委員会は、構成員の３分の２以上の出席がなければ委員会を開催することができない。 

 （委員以外の者の出席） 

第９条 委員会が必要と認めたときは、委員会に委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。 

 （選考） 

第１０条 校長は、委員会の議に基づき、適任者を選考するものとする。 

 （委員会の解散） 

第１１条 委員会は、選考した教員の採用をもって解散する。 

 （事務） 

第１２条 委員会の事務は、庶務課において処理する。 

   附 則 

１ この規則は、平成１４年４月１日から施行する。 

２ この規則施行前に校長が受理した任用の申出については、第４条から第１１条の規定にかかわらず、なお

従前の例による。 

   附 則 

 この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

（出典 高知工業高等専門学校規則集） 
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（３－２－①－２） 「教員選考手続きの概要」 

 

（出典 人事係） 
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観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われているか。 
（観点に係る状況） 本校では，教員個人の教育研究活動等の評価（以下「個人評価」という）に

ついては，「教員の教育研究活動等評価委員会」（以下「評価委員会」という）を置き，教育改善の

ための取組みの一環として，毎年度適切に実施している。資料３－２－②－１にその概念図を示す。 
 個人評価は，資料３－２－②－２に示す規則に従い，教育・研究・地域振興・運営管理面の活動お

よび自己目標と達成状況についての自己申告，学生による授業評価，学生による「良い先生」の結果

及び教員による相互評価に基づいて，教育活動全般に関する評価を評価委員会が行う。 
 評価委員会は，評価資料として，毎年度当初に全教員に対し「教育研究活動に係る自己申告書」，

「自己目標と達成状況」の提出を求めている。実施についての参考資料として，資料３－２－②－

３を示す。活動実績を示す資料として，教員評価委員会議事要旨を示す（３－２－②－４）。第３

回議事要旨に示すように，評価委員会は実際に評価を行っている。 
  学生による授業評価アンケートは，教育改善推進室および委員会と教務委員会が毎年度１回以上

実施している。平成１２年度から平成１４年度については，調査結果とその集計･分析および各教員

のコメントを取りまとめ，報告書を発行公表している（資料３－２－②－５）。平成１５年度，１６

年度には，教育改善推進室が独自に開発したＷｅｂページを用いたシステムによる授業評価アンケ

ート入力･集計を行い，全教員･学生に迅速に開示し，個人評価委員会および関係委員会に報告され

た。 
（分析結果とその根拠理由） 教員の教育活動に関する評価については，「教員個人の教育研究活動

等に係る評価及び運用に係る要項」を定め，自己申告と学生による授業評価に基づいて，「教員の教

育研究活動等評価委員会」において毎年度行うこととしており，適切に実施するための体制が整っ

ている。評価委員会は，資料３－２－②－４に示される通り，実際に評価を行っている。 
以上により，教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，実

際に評価を行っている。 
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（３－２－②－１）「高知高等専門学校教育改善システム」 

高高高知知知工工工業業業高高高等等等専専専門門門学学学校校校教教教育育育改改改善善善シシシススステテテムムム 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計画の実施・運用とそのための体制  
 

 主  任  会  

教育方針，法的及びその他社会的要請に基づく
計画 

継続的改善，見直し措置 
• 校長 
• リエゾン・企画委員会 

計画，実施・運用状況等についての
点検・検証 
• 参与の会 
• 自己点検・評価委員会 

PLAN 
計 画 

ACTION 
改善・見直し 

CHECK 
点検・検証 DO 

実施・運用 

継
続
的
改
善 

教育改善システムは，学校，教育プログラムのスパイラルアップを目的とする全校的な仕組みで
あり，主任会，リエゾン・企画委員会，各種委員会，各科教室会議，各専攻会議，参与の会などか
ら構成され， 

「Plan：計画」， 
「Do：実施及び運用」， 
「Check：点検・検証」， 
「Action：改善・見直し」 

などに関して，関係委員会などが有機的に協力し合い。各委員会などの特色を活かしながら，必要
な活動を積極的に進めています。 

教  育 
• 学科 
• 専攻 

教 育 体 制 
• 教官選考委員会 
• 教務委員会 
• 教育改善推進委員会 

学習環境，学習支援 
• 教務委員会 
• 専攻科委員会 
• 学生生活委員会 
• 寮務委員会 
• 情報化推進委員会 
• カウンセリングルーム 
• 図書館 
• 進路指導委員会 
• 産学技術交流推進委員会 

進級，卒業・修了 
• 成績判定会議 
• 進級・卒業判定会議 

入学者選抜 
• 入試委員会 
• 専攻科委員会 

高 知 工 業 高 等 専 門 学 校  教 育 方 針 

学習・教育目標の設定 
• 教務委員会 
• 専攻科委員会

カリキュラム設計 
• 教務委員会 
• 専攻科委員会

学科・専攻 

学科・専攻 

情報セキュリティ 
• 情報セキュリティ 

委員会 

人権・倫理 
• 人権・倫理委員会 

教員の教育研究活動等評価委員会 

JABEE 教育プログ
ラム修了 
• 判定：専攻会議 
• 認定：主任会 

 
（出典 高知高専ホームページ） 
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（３－２－②－２）「高知高等専門学校における教員個人の教育研究活動等に係る評価及び運用に係る

要項（平成１５年６月５日 校長裁定）」 
   高知工業高等専門学校における教員個人の教育研究活動等に係る 

   評価及び運用に係る要項 

 

                                         平成１５年 ６月 ５日
                                                     校長裁定 
 

 （趣旨） 

第１ この要項は，高知工業高等専門学校（以下「本校」という。）における教育研究活動の

一層の活性化を図り，教育・研究機関としての質の向上が自律的かつ継続的になされる体制

を構築するため，教員個人の教育研究活動等の評価（以下「個人評価」という。）とその運

用に関し，必要な事項を定めるものとする。 

 （評価の対象） 

第２ 個人評価の対象とする教員は，本校の教授，助教授，講師及び助手とする。 

 （評価委員会） 

第３ 適切な個人評価を行うため，評価委員会を置く。 

２ 評価委員会は，校長，各主事，専攻科長及び事務部長で構成する。 

３ 委員会に関する事務は，庶務課において処理する。 

 （評価項目） 

第４ 本校の目的，目標を明確にし，その目標等を達成するために設定する個人評価の項目は，

次のとおりとする。 

  (1) 教育活動 

  (2) 研究活動 

  (3) 地域振興活動 

  (4) 管理運営面の活動 

  (5) 自己目標と達成状況 

  (6) 学生による授業評価 

  (7) その他個人評価に関し，校長が必要と認めたもの 

２ 各評価項目の事項等は，校長が関係委員会等に意見を求め，定めるものとする。 

 （評価の方法） 

第５ 個人評価は，原則として，各教員の自己申告によるものとし，あらかじめ明示された評

価項目，各項目の事項，配点により評価を行うものとする。 

 （評価手続き） 

第６ 評価委員会は，各教員等から第４に規定する評価項目に対応して次の資料について提出

を求め，評価を行うものとする。 

  (1) 各年度当初に求める，前年度の活動実績を基とする「教育研究活動等に係る自己申告書」

（第４第１項第１号～第４号関係） 

  (2) 自己目標と達成状況（第４第１項第５号関係）   
  (3) 学生による授業評価結果（第４第１項第６号関係）  
  (4) 不定期に求める「教育研究業績書」（第４第１項第７号関係） 

 （評価の運用） 

第７ 各教員は，評価結果を，自己の教育・研究活動等の質の向上と活性化のために活用する

ものとする。 

２ 校長は，評価結果を，次の各項目の運用に反映させるものとする。 

  (1) 勤勉手当の加算 

  (2) 特別昇給 

  (3) 校長裁定経費の配分 

  (4) その他評価の運用に関し，校長が必要と認めたもの 

 （評価結果の公表） 

第８ 個人評価の結果及び運用については，個人情報として取扱い，原則として本人以外には

公表しないものとする。 

 （その他） 

第９ この要項に定めるもののほか，必要な事項は評価委員会が別に定めるものとする。 

      附 則 
  この要項は，平成１５年６月５日から施行する。   

（出典 高知工業高等専門学校規則集） 
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（３－２－②－３）「個人評価実施状況」 

 

 （出典 庶務課） 
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（３－２－②－４） 
 

 
（出典 「平成１５年教員評価委員会議事録要旨（第１回～３回）」） 
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（３－２－②－５）「授業評価アンケート実施状況」 

 

（出典 「平成１４年度授業評価アンケート報告書（平成１７年３月）」） 
観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の

教育支援者が適切に配置されているか。 
（観点に係る状況） 本校事務組織と配置人員および事務分掌の概要をまとめた組織図を資料３－

３－①－１に示す。教務に係る事務は主に学生課が担当する。教育課程の編成や授業等，狭義の教

務事務は教務係が行い，学生の課外活動および福利厚生に関する業務は学生係が，学寮の管理等は

寮務係が担当して，教員および学生に対して教育支援を行う。学生の実習等については実習係が，

教員の実験・実習の補助に関することは技術室技術系職員が担当する。図書係は庶務課に所属し，

事務・教育支援を行う。 
技術系職員の内訳は，機械１名，電気，物質，建設システム工学科各２名，電算室１名となって

いる。実習工場における業務のため，実習係４名が機械工学科に配置されている。活用状況を資料

３－３－①－２に示す。また，図書係のうち１名は，司書資格保有者を採用してきた。 
（分析結果とその根拠理由） 近年の厳しい定員削減，事務業務の高度化・複雑化に伴い，教務関

係事務職員，技術職員の業務もまた年々増大しているなか，成績入力・処理システムのネットワー

ク化など業務の合理化を図り，各種研修への参加や他機関との人事交流等による職員の資質向上に

よって，十分な事務・教育支援を行っており，本校教育課程を展開するために必要な事務職員，技

術職員等の教育支援者は適切に配置されていると考えられる。 
 以上により，学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の教育

支援者が適切に配置されている。 
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高知工業高等専門学校

事務組織

事務部

専門職員（情報企画担当） 1

･業務の情報化､情報セキュリティに関すること。
･情報公開､行政文書ファイル管理簿の管理に関すること。
･公開講座、学校開放事業等の企画・実施に関すること。
･広報に関すること。

専門職員（企画調査担当） 1
･本校の将来計画、改革等に係る企画及び連絡調整に関すること。
･産業界等との連携､科学研究費補助金その他の外部資金に関すること。
･自己点検・評価及び外部評価に関すること。

庶務係 2

･学校の事務の総括､機密に関すること。
･学則その他校内諸規則に関すること。
･学術団体等の連絡に関すること。
･教職員の労働時間､休暇､出張に関すること。
･職員の宿日直､校内の警備に関すること。
･教職員の健康管理・福利厚生及びレクリエーションに関すること。

人事係 2

･教職員の人事、休職・復職、懲戒及び身分保障に関すること。
･教職員の給与､定員､栄典及び表彰に関すること。
・教員の名誉教授に関すること。
・共済組合の長期給付及び退職手当に関すること。
・教職員の勤務評定、研修、講習会等に関すること。
・外国人教師等の雇用契約等に関すること。
・教職員の兼業に関すること。
・人事記録に関すること。
・教職員の災害補償、育児休業に関すること。
・労働組合に関すること。

図書係
事務  1
司書　1

2

・図書館資料の収集及び受入に関すること。
・図書の分類、図書目録の作成に関すること。
・図書の閲覧及び貸出し等図書の利用に関すること。
・図書館の広報に関すること。

総務係 3

・会計課の事務の総括及び連絡調整すること。
・予算及び決算に関すること。
・不動産の管理、土地、建物等の寄附及び借り入れに関すること。
・防火・防災、宿舎に関すること。
・共済組合（長期給付を除く。）に関すること。
・会計の監査に関すること。

出納係 2

・収入及び支出に関すること。
・現金、預金、貯金及び有価証券の出納に関すること。
・給与、旅費、謝金及び退職手当等の支払いに関すること。
・所得税及び住民税等の徴収に関すること。
・受託研究及び共同研究等の経理、科学研究費補助金及び寄附金の経理に
関すること。
・計算証明に関すること。

用度係 4

・物品の購入、修理及び役務に関すること。
・物品の管理に関すること。
・構内の清掃に関すること。
・物品の寄附に関すること。
・自動車の運用管理に関すること。

施設係 2

・施設整備に係る企画、設計及び施工に関すること。
・施設設備に係る工事等の工事契約及び請負契約に関すること。
・土地、建物、電気、ガス、水道、電話、冷暖房施設等の整備、復旧及び維持
保全に関すること。
・教職員の安全管理に関すること。
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（３－３－①－１）「高知高専事務組織図」 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 庶務課） 

 

（３－３－①－２）　「技術職員活用状況」
配属 支援担当授業
機械工学科 工作実習I・II，工学実験I・II，電気工学実験I（電気工学科開講），卒研
電気工学科 電気工学実験I～IV，卒研

物質工学科
化学・生物実験，分析化学実験，無機・有機化学実験，物理化学・化学工
学実験，材料化学実験，生物工学実験，卒研

建設システム工学科建設システム実験実習，測量実習I～IV，卒研
※全般に，技術開発・技術業務，機器準備・操作，学生の技術指導，ロボコン支援を行っている。

（出典　各学科）  

専門員（学務担当） 1
・本校の教育改革に関する企画及び連絡調整に関すること。
・学生課に係る専門的事項に関すること。
・外国人留学生に関すること。

教務係 4

・学生課の事務の総括及び連絡調整すること。
・教育課程の編成及び授業に関すること。
・入学者の選抜に関すること。
・学業成績及び出欠席に関すること。
・学生指導要録の記録、整理及び保管に関すること。
・学生の校外実習及び工場見学に関すること。
・大学編入学に関すること。
・研究生、聴講生及び科目等履修生に関すること。

学生係
事務  3
看護師　1

4

・学生の課外活動、生活指導に関すること。
・学生の保健管理、学生相談に関すること。
・入学料及び授業料の免除並びに徴収猶予、寄宿料の免除に関すること。
・奨学金に関すること。
・学生の厚生施設の管理運営及び厚生事業に関すること。
・学生の職業指導及び就職斡旋に関すること。
・日本体育・学校健康センターの事務に関すること。

寮務係
事務  1
 

寄宿舎指導員　1
2

・学寮の管理に関すること。
・寮生の保健管理、福利厚生に関すること。
・学寮給食業務の監督に関すること。
・教員の学寮宿日直に関すること。

実習係 4
・実習工場における学生の実習の準備に関すること。
・学生の実習及び実技指導に関すること。
・実習工場の機械器具等の整備並びに保守に関すること。

技術室　　 技術系職員
（機械・電気・物質・
建設ｼｽﾃﾑ・電算）

8 ・教育の実験・実習の補助に関すること。

学生課
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（２）優れた点及び改善を要する点 
（優れた点） 
全教育課程において，教育方針に基づき，専攻科を含む全教育課程において英語教育を重視し，

英語を母国語とする教員を平成１２年度から積極的に採用している。 
本校教育改善推進室が独自に開発した授業評価Web入力・集計システムにより，教育活動評価を
迅速に行う体制が作られている。 
 
（改善を要する点）  
特になし 
 
（３）基準３の自己評価の概要 
一般科目，専門科目，専攻科の科目を担当する教員の配置は，授業科目との整合性を持った配置と

なっており，修士・博士号取得者，中学・高校教育，他高専・大学での教育経験者，民間企業経験者，

高等学校教諭免許取得者など多様な背景を持つ教員を，本校教育目的の達成のために適切に配置して

いる。平成１２年度の専攻科認定・設置，および，平成１４，１５年度における全専攻のJABEE認定
も，このことを裏付けるものである。 
教員の採用基準，昇格は，設置基準に基づき実施しており，教員選考規則により手続き規定を明確

に定め，チェック機構を備えた適切な運用がなされている。各科の状況を考慮して，年齢構成・性別

構成にも配慮がなされている。 
 教員の教育活動に関する評価については，「教員個人の教育研究活動等に係る評価及び運用に係る要

項」を定め，自己申告と学生による授業評価に基づいて，「教員の教育研究活動等評価委員会」におい

て毎年度行う体制が整備され，評価が適切に実施されている。 
 近年の厳しい定員削減，事務業務の高度化・複雑化に伴い，教務関係事務職員，技術職員の業務も

また年々増大しているなか，成績入力・処理システムのネットワーク化など業務の合理化を図り，各

種研修への参加や他機関との人事交流等による職員の資質向上によって，十分な事務・教育支援を行

っており，本校教育課程を展開するために必要な事務職員，技術職員等の教育支援者は適切に配置さ

れていると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



高知工業高等専門学校 基準３ 

- 84 - 

 
 


